
 

第５学年国語科学習指導案 

 

指導者 茅野 詩織  

１． 単元名・目指す言語能力  

 

自分たちの考えが伝わる提案書を書こう  

～よりわかりやすい提案書へと推敲する力～    

２．教材名  

「明日をつくるわたしたち」光村図書５年  

 

３．児童の実態 

 5 年 2 組は男子 18 名，女子 16 名，合計 34 名（すみれ 2 名）の児童が在籍している。

何事にも積極的な児童が多く，授業にも意欲的に取り組む姿がみられる。また，書くこと

に関しても昨年度の週末作文や 1 分間スピーチなどに取り組んできたことで，抵抗無く最

後まで諦めずに書けるようになってきている。  

 意識調査によると，自由に文章を書くことに対しては好きと答える児童が多くみられる。

しかし，読書感想文や観察記録を書くこと・自らの考えを文章で表すことなどに対しては，

抵抗を感じている児童が多い。【書いた文章を読み返しますか】という質問に関しては，67．

7％の児童が「はい」と答えている。さらに，【読み返した文章で漢字や言葉の間違えを見

つけることができますか】という質問には， 64.5％の児童が「はい」と答えている。しか

し，添削をすると，既習の漢字を使えない，一語抜けてしまうなどの間違いが多くみられ

る。また，一文が長くなってしまい分かりづらくなっていることや，主語と述語が対応し

ていないこと，話し言葉で書いてしまうことなどがある。その要因として，文章を読み返

す際のポイントを理解していないということがあげられる。この経緯から，記述の指導に

加え，推敲段階においても，教師が推敲のポイントを伝えていくなどの，きめ細やかな指

導が必要であることがわかった。  

 

４．指導の内容と言語活動，教材のかかわり 

（１） 言語活動設定の意図  

 本単元は，【書くこと】の言語活動例「イ  自分の課題について調べ，意見を記述した

文章や活動を報告した文章などを書いたり編集したりする言語活動」を通して，指導事項

「ウ 事実と感想，意見などと区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり，

詳しく書いたりすること」に重点を置き指導を行うものである。しかし，文章を読み直し，

よりよい文章にしていく習慣がついていないという実態を受け，指導事項「オ  表現の効果

などについて確かめたり工夫したりすること」「イ  自分の考えを明確に表現するため，文

章全体の構成の効果を考えること」に重点を置き指導を行う。  

個人で作成した提案書をグループで読み合い，意見を交流することで，友だちの文書の

良いところや，よりわかりやすい工夫などについて気づけるような活動を設定する。この

活動を通して，よりわかりやすい提案書へと推敲する力をつけさせたい。よりわかりやす

い提案書とは，読み手を納得させる内容（具体性），文末表現や構成などが工夫されている

文章である。  



 

また，児童が単元を見通し，書くことを通して伝える力を育てるための手立てとして，

「5 つの言語意識」を指導者と児童が共有していくようにする。本単元では，5 つの言語意

識を以下のように持たせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材の特徴  

指導にあたっては，「自分たちの考えが伝わる提案書を書こう」を「単元を貫く言語活動」

と位置づけることで，児童が自らの力で「よりわかりやすい提案書へと推敲する力」を児

童に身につけさせていく。  

提案書の構成を学ぶ場面では，教科書の文章を分析することで現状や問題点，解決策，

文末表現など，提案する文章に欠かせない内容をしっかりと押さえていく。今までふれた

ことのなかった，提案書というものを理解し，完成のイメージを認識させたい。  

はじめに，学校生活をよりよくすることについてクラス全体で話し合いをする。それら

を現状・問題点などの項目ごと分け，構成メモに記入することをクラス全体で行う。この

ことで，提案書に書くべき要素を把握できるようにする。（ワークシート①②）  

 次に，児童が個々にテーマを決め，構成メモを記入していく。周囲の意見に頼らず，自

分の考えをまとめさせていく。（ワークシート③）  

 構成メモの内容をどのように，提案書として起こしていくかを学び，完成のイメージを

持たせる。そして，小見出しを付けながら提案書を作成する。（ワークシート④⑤⓺）  

また，今回は一度作成した提案書を，推敲ポイントを意識して，グループで読み合う。

それを踏まえ，よりわかりやすい提案書へと推敲していく。読み合う際に，観点を明確に

するため，推敲ポイントをクラス全体で確認し，教師の例文を全体で推敲する。（ワークシ

ート⑦⑧）  

推敲ポイントには，漢字や誤字脱字，主語の対応など基本的な文章の間違いに気づかせ

るものと，文章をより分かりやすくするもの（具体例など）を入れる。既習事項「次への

一歩－活動報告書」では，実行（報告）と考察を分けて書くことを学んだ。また「新聞を

読もう」では小見出しや題名の付け方などを学び，読み手にわかりやすく伝える工夫につ

いて学習した。推敲する際には，それらの既習事項を推敲ポイントに加えることで，より

分かりやすい提案書を作成していきたい。  

一人では気づくことのできない改善点を見つけ，友だちと比較することで表現や構成の

違いに気づき，それを自分の文章に取り入れるようを指導する。読み手を意識し，文章の

どこに工夫を加えていくべきかに気づき，よりわかりやすい文章とはどのようなものなの

かを考えることで，推敲する力を身につけさせたい。  

  

 

 

５つの言語意識  

①  相手意識・・・学級の友だちに  

②  目的意識・・・自分の提案をよりわかりやすく伝えるために  

③  場面状況意識・・・交流会を通し  

④  方法意識・・・検討会で，推敲を重ねることで  

⑤  評価意識・・・自らの提案書を推敲し，よりわかりやすい提案書を書いているか  



 

５．日常の取組 

・スピーチ  

 朝の会では，その日の日直がスピーチに取り組んでいる。新聞記事や日常であった出来

事など，「みんなに知ってほしいこと」について，1 分間程度にまとめ発表している。  

・作文  

 書く機会を増やし，書くことになれるため，行事後や週末の出来事などの作文を書いて

いる。その作文を，推敲ポイント表を元に推敲している。  

・国語プリント  

 主語述語・修飾語・送り仮名など，国語の基礎力を付けるためのプリントを行っている。  

 

６．指導の目標 

○話題を決めて，互いの立場や意図をはっきりつけさせながら，計画的に話し合うことが

できる。【指導事項  A オ】  

◎自分たちの身の回りにある問題について，推敲を重ねることでよりわかりやすい提案書

を書くことができる。【指導事項 B オ】  

７．指導計画と評価計画（Ｂ領域「書くこと」）  

（１）評価規準  

国語への  

関心・意欲・態

度  

 

話す・聞く能力  書く能力  

言語についての  

知識・理解・技

能  

①  問題について

調べ，解決の

ための提案書

を書こうとし

ている。（関） 

②  自分の提案書

をよりわかり

やすくしよう

としている。

（関）  

①  自他の提案書につい

て，考え方や感じ方の

違いを見つけ，意見を

伝え合うことができ

ている。（話・聞オ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  提案書の表現や構

成を理解して，自

分の考え書くこと

ができている。（書

イ）  

②  分かりやすい文章

になるように，構

成 や 表 現 を 見 直

し，工夫している。

（書オ）  

①  言葉から受け

る感じや，言

葉の使い方に

ついて関心を

持ち，説得力

が増すように

表現を工夫し

ている。（言語

イカ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）学習過程の概要  

単元を

貫く言

語活動  

指導

過程  
次  

重

点  
主たる学習活動  

評価規準・評価方法  

□観点（ ）方法  

 つ

か

む

・

見

通

す  

・

集

め

る

・

選

ぶ  

課

題

設

定

・

書

き

ぶ

り

を

学

ぶ  

 

第

一

次  

課

題

設

定  

1 ・学校生活をよりよくする提案書

を書くこと知る。  

・学校生活における問題点をあ

げ ,提案書を書き ,読み合うこと

の価値に気づく。  

・学習課題をつかむ。  

 

 

 

・学習の流れをつかむ。  

・学校生活の問題について考え ,解

決のための提案書を書くという

単元の学習を理解し ,学習の見通

しをもっている。関①（ワークシ

ート）  

 

 

取

材  

2 ・例題を取り上げ，全体で構成メ

モを作成する。  

 

3 ・自分が取りあげる問題を決め ,構

成メモを記入する。  

 

 

 

・自分の考えを構成メモにまとめる

ことができている。書①（ワーク

シート）  

組

み

立

て

る

下

書

き

す

る  

適

用

す

る  

第

二

次  

記

述  

4・教科書の提案書をみながら ,提案

書の書き方（項目や文体）を確か

める。  

 

5・小見出しをつけながら，構成メモ

をもとにして，提案書を作成して

いく。  

 

 

 

 

・提案書の表現や構成を理解して，

提案書を作成することができて

いる。書①（ワークシート）  

 

自
分
た
ち
の
考
え
が
伝
わ
る
提
案
書
を
書
こ
う 

自分の考えが伝わる ,わかりやすい

提案書をかこう！  



 

見

直

す

・

清

書

す

る  

学

ぶ

・ 

適

用

す

る  

 

推

敲  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 ・検討会の仕方について学ぶ。  

・既習事項を生かしながら，推敲

ポイントを確認する。  

・教師が作成した提案書を全体で

推敲する。  

 

7 ・３人グループになり，１人ずつ

提案書を発表する。  

 ・ワークシートを使い，推敲ポイ

ントをチェックしていく。  

 

 

 

8 ・友だちとの検討会を通して，学

んだ内容を全体で確認する。  

 ・教師が作成した提案書をより伝

わる文章へとさらに推敲して

いく。  

 

9  （本時）  

・前時に扱った例文を使って，推

敲ポイントを確認する。  

 ・自分の提案書により分かりやす

くできる文章を探し，線をひき

メモ書きをする。  

            

10・11・12 

・推敲メモをみながら自分の提案書

をよりよくするために必要な情

報を集めたり，文を書き直したり

する。  

 

  

・説得力が増す文章にするための推

敲ポイントを考えることができ

ている。言①（発言）  

 

 

 

・友だちの文章を読み，構成や表現

の違いを見つけ，自分の文章を見

直すことができている。書②（ワ

ークシート）  

・お互いに意見を発表しあい，計画

的に話し合うことができている。

話①（発言）  

・検討会を参考にしながら，説得力

のある提案書にするためにふさ

わしい語句の使い方を理解でき

ている。言①（発言・ワークシー

ト）  

 

 

・構成や表現を見直し，分かりやす

い文章にしようと推敲している。

書②（ワークシート）  

・自分の提案書をよりよくしようと

している。関②（ワークシート・

発言）  

 

・提案書の表現や構成を理解して，

提案書をさらによい文章へと工

夫することができている。書①

（ワークシート）  

伝

え

る

・

振

り

返

る  

表

現

課

題

の

確

認  

第

三

次  

交

流  

13・交流会をする。  ・友だちが書いた提案書を読み，わ

かりやすく書いてある工夫を見

つけることができる。関①（ノー

ト）  

・説得力が増すように表現が工夫さ

れているところを見つけること

ができる。言①（発言）  

 



 

14・感想を書き，学習を振り返る  

 

 

（３）指導と評価の計画  

次  時間  主な学習活動  指導上の留意点  A の姿  C の児童への手立て  

第

一

次  

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦ 学 習 課 題 を つ か

み，学習の見通し

をもつ。  

・5 つの言語活動を

確認して学習課

題をつかむ。  

・自分が作成する

テーマを決める。 

 

 

・学校生活におけ

る問題点や，委員

会活動などに目

を向けさせ，テー

マに対して興味

関心を広げる。  

 

 

 

 

・学習内容の概要

を知り，学校をよ

りよくする提案

書を書きたいと

いう思いをふく

らませて，自分の

題材を，理由をは

っきりさせて選

んでいる。関①

（発言・ワークシ

ート）  

・学校生活における

問題点について，1

日生活を一緒に振

り返り，事例をあ

げる。  

 

 

 

 

 

 

2 

3 

 

 

♦自分が作成したい

テーマについて，

問題点や提案内

容などを構成メ

モに書く。  

 

・既習事項である，

区別と考えを分

けるということ

を思い出させ，客

観的な視点も主

観も書くように

伝える。  

・事実や考えをよ

り具体的に構成

メモにまとめる

ことができてい

る。書①（ワーク

シート）  

・問題点や提案内容

が思いつかない場

合は，児童会や学

級の取組内容等の

具体的な例をあげ

る。  

第

二

次  

 

 

 

4 

 

5 

♦提案書の書き方を

学ぶ。  

♦小見出しをつけな

がら，構成メモを

もとにして，提案

書を作成してい

く。  

・提案書の内容・構

成・記述について

学び，構成メモか

らどのように書

くのかを，教師の

文章を例にし，全

体で確認をする。 

 

・提案書の表現や

構成を理解し，構

成メモに記入し

た内容をより具

体的にかいたり，

データ等をいれ

たりしながら，よ

り具体的に提案

書を作成するこ

とができている。

書①（ワークシー

ト）  

・書くことが苦手な

児童には，教師が

用意した文章に書

くポイントを添え

たヒントカードを

用意して，構成メ

モを書きかけなが

ら作成するよう支

援する。  

6 ♦検討会の仕方につ

いて学ぶ  

・教科書を読み，協

議のしかたを確

・推敲のポイント

は，既習事項を生

かしながら，より

わかりやすく説

・既習事項を思い

出しながら，提案

書の説得力が増

す文章にするた

・話すことが苦手な

児童には，グルー

プで助言をしても

らえるように，グ



 

認する。  

・推敲のポイント

を確認する。  

得力を持たせる

文について児童

の言葉でまとめ

ていく。  

めにはどのよう

な文章にするべ

きか考えること

ができている。言

①（発言）  

ループ分けを配慮

する。  

7 ♦まとめた提案書を

持ち寄り，意見を

出し合い検討会

をする。  

・３人グループに

なり，１人ずつ提

案書を発表する。 

・ワークシートを

使い，推敲ポイン

トをチェックし

ていく。  

 

・チェック項目が

○か×かだけで

なく，どのような

部分がよいのか，

どのように直し

たらよいかを具

体的に話すよう

指導する。  

・友だちの提案書

から良いところ

を見つけ，よさを

具体的に言葉で

伝えることがで

きているたり，さ

らに分かりやす

い文章にするに

はどのように書

いたらいいか伝

えることができ

ている。書②（ワ

ークシート）  

・推敲ポイントを見

つけることができ

ない児童には，簡

単な推敲ポイント

からチェックして

いくよう声をかけ

ていく。  

8 ♦検討会を通して学

んだ内容を全体

で確認し，教師の

提案書を推敲す

る。  

・次時の自分自身

の推敲へとつな

げるということ

を意識させる。  

・より伝わりやす

い表現の効果を

確かめながら確

認を行う。  

・説得力のある提

案書にするため

にふさわしい語

句の使い方を理

解でき，自分の言

葉で説明するこ

とができている。

言①（発言・ワー

クシート）  

・ペアや班で話し合

う時間を取り，友

だちにアドバイス

をもらう。  

9 

本時  

♦友だちとの検討会

を通して，自分の

提案書を推敲す

る。  

・より分かりやす

い提案書にする

ための推敲ポイ

ントを確認する。 

・教員が作成した

例文を使って，推

敲ポイントを探

す。  

・自分の提案書を

読み返し，分かり

やすくできる文

・前時の意見全て

を取り入れるの

ではなく，より分

かりやすくする

という観点を振

り返り，読み直す

ことを意識させ

る。  

・検討会を参考に

しながら，説得力

のある提案書に

するためにふさ

わしい語句を自

分自身でみつけ，

構成や表現を見

直すことができ

ている。書①（ワ

ークシート）  

・どこを直したらよ

い か 悩 ん だ 場 合

は，検討会の友だ

ちからのアドバイ

スを参考に記入し

ていく。  

 

・推敲ができている

児童を全体でとり

あげ，同じように

直せるところがな

いか参考にする。  



 

章を見つけ，メモ

書きをする。  

 

10 

11 

12 

♦推敲メモをみなが

ら自分の提案書

をよりよくする

ために必要な情

報を集めたり，文

を書き直したり

する。  

・小見出しや構成・

レイアウトにも

着目させながら，

文章を書き直し

ていくよう指導

する。  

・検討会で出たこ

とを自分なりの

言葉で修正し，情

報を新たに調べ

たり，構成を変え

たりするなど，自

分の提案書をよ

りよくしようと

している。  

・自分で書き直すこ

とが難しい児童に

は，検討会の内容

を振り返り，友だ

ちや教師のアドバ

イスをもとに書い

ていく。  

第

三

次  

13 ♦交流会をする。  ・わかりやすい提

案文という観点

をもちながらお

互いの文章を読

み合うよう伝え

る。  

・説得力が増すよ

うに表現が工夫

されているとこ

ろを積極的に見

つけることがで

きる。  

 

14 ♦学習を振り返る。  ・今後の書くこと

の学習に生かせ

ることを考えさ

せる。  

  

 

 

８．本時の指導 

（１）日時 平成２８年１０月１２日（水）５校時  

（２）対象 ５学年２組 ３２名  

（３）目標  

  ◎自分たちの身の回りにある問題について，推敲を重ねることでよりわかりやすい提案

書を書くことができる。【指導事項  B オ】  

（４）授業の展開  

学習  

過程  

児童の学習活動と内容  指導・支援上の留意点  評価規準  

□観点（）方法  

つ
か
む 

１
０
分 

1，学習課題，学習過程を確認す

る  

 

 

 

2，推敲のポイントを確認する  

 

 

・学習過程を確認し，本時の

見通しをもたせる。  

 

 

 

・前時でまとめたプリント

を拡大して提示する。  

 

 

 

 

 

・説得力のある提案書に

するためにふさわし

い語句の使い方を理

解することができる

検討会を振り返り，推敲することでよりわかりやすい提案書にしよう！  



 

 

（５）本時の評価規準  

国語への関心・意欲・態度  書く能力  言語についての知識・理解・技能  

自分の提案書をよりわかりや

すくしようとしている。（関） 

分かりやすい文章になるよう

に，構成や表現を見直し，工夫

している。（書オ）  

言葉から受ける感じや，言葉

の使い方について関心を持

ち，説得力が増すように表現

を工夫している。（言語イカ） 

（６）成果と課題  

【成果】  

ワークシートや教室掲示に観点や手順を明確に記すことで，児童がスムーズに活動できて

いた。また，交流する時間では友だち同士で一度書いた提案書を読み合い，修正できる点

やさらに伝わりやすい文章になる部分を伝えあう活動を通して，自分自身が書いた文章を

より客観的に読むことができるようになってきた。今まで，読み返す習慣がついていなか

った児童からは，「直したらよくなった」「この間書いた作文も推敲してみたい」という発

言が聞かれた。このことから，読み返すことで間違いに気づいたり，さらに文章がよくな

るためにはどうしたらよいかと考えたりすることが楽しいと感じることができている様子

であった。事後アンケートでは，『書いた文章を読み返しますか？』という質問に対して，

（言ア）（発言）  

考
え
る
・
深
め
る 

３
０
分 

3，自分の提案書を推敲してい

く  

 

 

 

 

 

4，推敲できた児童を全体で確

認する。  

 

5，全体での確認を参考にして， 

さらに推敲する。  

・ワークシートにチェック  

 を入れながら，推敲するよ  

うに伝える。  

・見つからない児童には，検  

討会での友だちのアドバ  

イスを参考にするよう伝  

える。  

・拡大投影機を利用し，発表

させる。  

 

・机間指導を行い，手が止ま

っている児童に声をかけ

る。  

 

 

構成や表現を見直し，    

分かりやすい文章にし

ようと推敲している。

（書オ）（観察・ワークシ

ート）  

 

 

 

・友達の意見を取り入

れ，自分の提案書をよ

りよくしようとして

いる。関②（発言・ワ

ークシート）  

ま
と
め
る 

 

５
分 

6，次時の活動の確認を行う。  ・推敲した成果を確認する。 

・清書を行う際に，さらに手

を加えてもよいことを伝

え，完成までの見通しを持

たせる。  

 

 



 

読み返すが 87.1％の児童が読みか返すと回答しており，事前アンケートより 19％も向上

している。また，『読み返した文章で漢字や言葉の間違えを見つけることができますか』と

いう質問では，77.4％の児童が見つけることができると回答しており，12.9％向上してい

た。このことから，推敲に対する意識があがり，児童がポイントを意識しながら推敲でき

ているということがいえる。表現方法や文末表現に関しては，「読む人がなるほどと思うよ

うな」や「相手が納得出るような表現で」という，言葉かけをすることが，児童にとって

効果的であった。途中で児童が書いたものを大型テレビに写すことで，意欲の向上やイメ

ージの共有をすることができた。  

【課題】  

今まで，推敲をしてこなかった児童が多くいたため，はじめは戸惑いを感じている様子

であった。また，教師側も校正の部分と文を改善する部分との違いや線引き等に関して悩

むところがあった。校正の部分は充分であるが，文の改善・構造化に苦労する児童が多く

感じた。どこを変えればよいのか気づくことができないというような，手が止まった児童

への対応や解決策の提示を具体的にすることができなかった。  

本時では，児童が考え，反応する間を確保し，自らの意見を発表・説明する場面をつ

くることができなかった。次時において，児童同士の交流や発表の場面を多くとった際は，

手が止まっていた児童も少し進む様子も見られた。児童は，教師や長けた者に直してもら

うものととらえている部分があるため，繰り返し推敲ポイントを伝え日常的に取り組んで

いきたい。  

 

【指導助言】  

・書く力は（本時のみでなく）様々な場面で育てていくべきである。今後も，語彙の質と

量を高める王道といえる教材研究を行っていってほしい  

・書くことの指導に限らず教師が常に指導方法を工夫し，取り入れていくことが大切であ

る。  

 

 

 

 

推敲ポイントのワークシートと友達か

らのアドバイスを見ながら，推敲して

いる様子。  

児童が推敲した文章を大型テレビ

を使って発表している様子。  



 

 

 

 

推敲のためのワークシート   

本番書き  


